























する研究（第 3 章）、食事動作の違いが嚥下・呼吸に及ぼす影響（第 4 章）からなる。
全体的に流れよく構成されており、理解しやすい。論文内容は、権威ある学術雑誌に
3 編（和文誌：2 編、英文誌：1 編）掲載されており、質は保障されている。総合的に、
作業療法的介入が、摂食嚥下リハビリテーションの改善に寄与することを示唆する論
文であると判断された。最終審議の結果、本論文は博士論文に十分値すると判定した。 
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